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埼経協ニュース406号

本
年
度
で
第
六
回
と
な
る
「
埼
玉
県

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド
」。
こ

の
事
業
は
企
業
と
県
立
高
校
・
県
立
特

別
支
援
学
校
（
高
等
部
）
が
協
働
で
実

施
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
取
組

を
募
集
し
、
優
秀
な
事
例
に
つ
い
て
表

彰
す
る
も
の
で
、
平
成
二
五
年
度
に
本

会
と
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
共
催
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
社
会
に
出
て
職
業
人
と
し
て
自
立

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
能
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、
職
場
体
験
・
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
社
会
人
講
話
な
ど
の

体
験
的
な
学
習
を
効
果
的
に
活
用
し
、

産
業
界
や
地
域
・
社
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
各
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

特
別
活
動
等
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ

て
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
職
業
観
を
学

び
、
仕
事
に
対
し
て
意
欲
的
に
取
り
組

む
姿
勢
や
態
度
を
修
得
し
、
自
分
の
進

路
を
主
体
的
に
選
択
し
て
い
け
る
よ
う

に
啓
蒙
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
当
た

っ
て
、
企
業
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
お
り
、
優
れ
た
取
組
事
例
を
表
彰

す
る
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
層
の

推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
五
年
間
の
表
彰
数
は
、

企
業
・
団
体
が
延
べ
六
九
、
高
校
・
特

別
支
援
学
校
が
延
べ
四
二
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
度
の
最
優
秀
賞
は
、
広
域
秩

父
産
業
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ムFIND

Chi
chibu

と
秩
父
農
工
科
学
高
校
に
よ
る

「
駅
弁
ポ
テ
く
ま
く
ん
弁
当
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、
前
々
年
度
は
株
式
会
社

ビ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ス
と
川
越
工
業

高
校
に
よ
る
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
に
よ

る
鉄
道
走
行
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
し
た
。

本
年
度
第
六
回
の
開
催
に
あ
た
り

「
募
集
要
項
」及
び「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
」を
見
直
し
ま
し
た
。企
業
の
皆
様
か

ら
の
ご
応
募
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
改

善
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
積

極
的
な
ご
応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募
集
及
び
表
彰
式
は
次
の
通
り

【
募
集
】

�
募
集
期
間

平
成
三
十
年
十
月
三
一
日
㈬
ま
で

�
募
集
対
象

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
連
携
し
て
取
り
組

ん
だ
企
業
・
団
体
及
び
県
立
高
校
・

特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）

�
応
募
方
法

埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://www.saitam

akeik
yo.or.jp/

）
に
掲
載
の
「
平
成
三
十

年
度
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
取
組
事
例
募
集
」
の
ペ
ー
ジ

か
ら
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
き
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
電
子
メ
ー
ル

（shirait@
saitam

akeikyo.or.jp

）

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
式
】

�
開
催
日

平
成
三
一
年
二
月
六
日
㈬

�
会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

【
問
合
せ
先
】

埼
玉
県
経
営
者
協
会

白
井

（
0
4
8
―
6
4
7
―
4
1
0
0
）
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埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

企
業
と
高
校
等
が
協
働
で
実
施
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る

取
組
事
例
に
つ
い
て
積
極
的
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

前年度最優秀賞となった広域秩父産業連携フォーラム
FIND Chichibu と秩父農工科学高校の皆様

上記の最優秀賞となった取組
（駅弁の開発・販売：長瀞駅での販売の様子）

表彰する上條正仁会長（左）
（パレスホテル大宮）

8・9
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平
成
三
〇
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
社
会
課
題
を
解
決
す
る
事
業
構
想
と
は
』
〜
経
営

資
源
を
活
か
し
理
想
を
描
い
て
事
業
を
構
想
す
る
〜

と
題
し
、
事
業
構
想
大
学
院
大
学
学
長

田
中

里

紗
氏
が
講
演

平
成
三
〇
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

第
一
講「
退
職
・
解
雇
・
内
定
取
消
の
実
務
注
意
点
」

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見
る
と
き
、
私

た
ち
は
外
部
の
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
ば

か
り
に
目
が
い
き
ま
す
が
、
実
は
見
え

に
く
い
と
こ
ろ
に
成
功
し
て
い
る
企
業

の
優
位
性
の
秘
密
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

六
月
二
五
日
㈪
の
平
成
三
〇
年
度
第

二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
早
稲
田

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授

山
田

英
夫
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「『
成
功
企
業
に
潜
む

ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
ル
ー
ル
』
〜
見
え
な
い
と
こ
ろ

に
競
争
力
の
秘
密
が
あ
る
〜
」
と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
六
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
田
教
授
か
ら
は
、
競
争
優
位
の
真

の
要
因
は
何
か
を
、
数
多
く
の
企
業
の

ケ
ー
ス
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
具
体
的

に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
位
性
を
保
ち
続
け
る
企
業
は
実
は

見
え
に
く
い
と
こ
ろ
に
、
成
功
の
秘
密

が
あ
り
ま
す
。

講
義
で
は
、
ま
ず
、
セ
ブ
ン
銀
行
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
紙
幣
の
補
充
は
な
ぜ
月
一
回

で
済
む
の
か
、
本
体
を
安
く
し
て
消
耗

品
の
交
換
で
稼
い
で
い
た
エ
プ
ソ
ン
は

な
ぜ
自
ら
成
功
モ
デ
ル
を
否
定
し
大
容

量
イ
ン
ク
タ
ン
ク
搭
載
モ
デ
ル
を
販
売

し
た
の
か
な
ど
、
多
数
の
ケ
ー
ス
を
例

に
と
り
、
外
か
ら
見
え
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
優
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
競
争

力
の
差
を
、
い
か
に
最
初
か
ら
低
コ
ス

ト
の
構
造
の
作
り
込
み
が
で
き
る
か
と

い
う
「
コ
ス
ト
優
位
」
と
、
い
か
に
ラ

イ
バ
ル
に
真
似
で
き
な
い
も
の
に
す
る

か
と
い
う
「
競
争
優
位
」
の
二
つ
の
視

点
か
ら
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
満
載
で
実
務
に

も
役
立
て
や
す
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例

は
思
わ
ず
人
に
話
し
た
く
な
る
よ
う
な

非
常
に
興
味
深
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

複
雑
か
つ
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
い

現
代
に
お
い
て
は
、
企
業
も
「
事
業
構

想
」
を
持
た
な
け
れ
ば
、
翻
弄
さ
れ
、

成
長
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
い
え

ま
す
。

六
月
二
六
日
㈫
の
平
成
三
〇
年
度
第

三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、

事
業
構
想
大
学
院
大
学

専
務
理
事

三
枝

稔
氏
に
事
業
構
想
大
学
院
大
学

の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
第
一
人
者
と
し
て
雑
誌

「
宣
伝
会
議
」
編
集
長
を
経
て
、
日
本

郵
便
㈱
社
外
取
締
役
、
政
府
の
各
審
議

会
委
員
等
数
多
く
の
要
職
を
務
め
て
い

る
、
同
学

学
長

田
中

里
紗
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「『
社
会
課
題

を
解
決
す
る
事
業
構
想
と
は
』
〜
経
営

資
源
を
活
か
し
理
想
を
描
い
て
事
業
を

構
想
す
る
〜
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
一
六
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
事
業
構
想
大
学
院
大
学
は
、
事
業
構

想
を
考
え
る
人
を
育
成
す
る
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
重
視
し
た
新
し
い
社
会

人
向
け
大
学
院
。

・
経
営
資
源
を
洗
い
出
し
、
他
社
を
研

究
し
自
社
に
し
か
で
き
な
い
「
事
業
構

想
」
を
考
え
る
。

・
構
想
を
重
ね
、
事
業
計
画
に
展
開
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
を
行
い
な
が
ら

実
践
す
る
。

・
新
事
業
展
開
へ
の
意
識
は
高
い
が
、

着
手
す
る
割
合
は
四
割
程
度
に
留
ま
る
。

・「
有
望
な
事
業
ア
イ
デ
ア
」
の
創
出
、

新
事
業
を
担
う
人
材
の
確
保
な
ど
が
課

題
に
な
っ
て
く
る
。

・
新
規
事
業
創
出
の
人
材
に
求
め
ら
れ

る
の
は
経
営
管
理
で
な
く
事
業
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
。

・
事
業
構
想
は
学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、

研
究
す
る
も
の
。
自
ら
課
題
を
発
見
し
、

ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
、
組
み
合
わ
せ

て
行
く
こ
と
が
大
事
。

・
新
事
業
を
構
想
す
る
能
力
は
経
営
者

だ
け
で
は
な
く
、
企
業
の
新
規
事
業
担

当
者
、
事
業
承
継
者
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

興
そ
う
と
す
る
も
の
、
地
域
活
性
化
を

志
す
者
な
ど
、
広
く
求
め
ら
れ
る
。

・
事
業
構
想
大
学
院
大
学
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
問
題
意
識
を
持
っ
た
人
材
が
集
ま

り
、
交
流
を
行
い
な
が
ら
経
営
資
源
の

再
発
見
、
気
づ
き
、
協
業
、
共
創
に
努

め
て
い
る
。

人
事
・
労
務
・
法
務
担
当
者
並
び
に

管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
労
働
法
実
務
知

識
並
び
に
実
務
上
の
注
意
点
等
を
修
得

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
労
働
問
題
実
務

平
成
三
〇
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
成
功
企
業
に
潜
む

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ル
ー
ル
』

〜
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
競
争
力
の
秘
密
が
あ
る
〜
と

題
し
、
早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授

山

田

英
夫
氏
が
講
演

講演する山田 英夫氏

第2回トップセミナー

講演する三枝 稔氏 講演する田中 里紗氏
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テーマ

退職・解雇・内定取消の実務注意点

労働条件の不利益変更の注意点

メンタル不調者に関わる法的留意点

問題社員の法的扱いと実務対策

有期契約社員の契約対応実務

パワハラ・セクハラをめぐる企業の法的責任と実務対応

労働時間管理の注意点

開催予定

7月13日㈮

8月28日㈫

9月19日㈬

10月22日㈪

11月15日㈭

11月29日㈭

12月21日㈮

第1講

第2講

第3講

第4講

第5講

第6講

第7講

改
正
派
遣
法
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー

『
労
働
者
派
遣
に
お
け
る
二
〇
一
八
年
問
題
実
務
対

策
セ
ミ
ナ
ー
』
〜
直
近
に
迫
る
〝
期
間
制
限
〞
三
年

ル
ー
ル
へ
の
実
務
対
策
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催

対
応
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
講
座

は
全
七
回
で
構
成
さ
れ
、
開
催
計
画
は

左
記
の
通
り
で
す
。

第
一
講
は
、「
退
職
・
解
雇
・
内
定

取
消
の
実
務
注
意
点
」
を
テ
ー
マ
に
、

石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所

ヴ
ァ
イ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

仁
野

直
樹
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
七
月
一
三

日
㈮
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
五
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

雇
用
問
題
は
、
社
員
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
解

雇
や
退
職
に
関
わ
る
手
続
き
・
方
法
、

対
応
を
誤
る
と
社
員
と
の
間
で
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
や
す
く
、
法
的
な
解

釈
を
し
っ
か
り
お
さ
え
て
お
く
と
と
も

に
、
実
務
的
な
ト
ラ
ブ
ル
予
防
策
も
あ

わ
せ
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
手
続
き
面
で
不
備
が
あ
る
と
、

労
働
契
約
解
消
の
有
効
・
無
効
に
つ
い

て
、
社
員
と
の
間
に
紛
争
が
起
き
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

講
演
で
は
、
退
職
・
解
雇
等
の
労
働

契
約
解
消
に
関
す
る
基
本
的
な
法
的
知

識
を
解
説
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

手
続
き
や
対
応
面
で
の
実
務
対
策
に
つ

い
て
、
実
務
的
・
実
践
的
な
内
容
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
、
最
近
の
判
例
等
か
ら
み

た
対
策
や
注
意
点
等
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

一

合
意
退
職
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
留
意
点

・
撤
回
の
有
効
期
間

・
錯
誤
無
効
・
強
迫
取
消
さ
れ
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト

・
希
望
退
職
募
集
制
度
の
留
意
点

な
ど

二

辞
職
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の

留
意
点

・
辞
職
者
を
慰
留
す
る
こ
と
は
で
き
る

か
な
ど

三

休
職
期
間
満
了
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
回
避
の
留
意
点

・
休
職
満
了
に
伴
う
当
然
退
職
規
定

・
復
職
の
判
断
基
準
、
手
順

な
ど

四

正
社
員
の
普
通
解
雇
、
懲
戒
解
雇

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
留
意
点

・
能
力
不
足
、
協
調
性
不
足
、
勤
務
態

度
不
良
等
の
ケ
ー
ス

・
経
歴
詐
称
、
業
務
命
令
拒
否
、
企
業

外
非
行
等
の
ケ
ー
ス

な
ど

五

整
理
解
雇
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

留
意
点

・
整
理
解
雇
の
有
効
性
を
判
断
す
る
四

要
素
に
つ
い
て
な
ど

六

採
用
内
定
者
の
内
定
取
消
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
留
意
点

・
内
定
取
消
、
本
採
用
拒
否
が
で
き
る

か
な
ど

七

有
期
労
働
契
約
者
の
労
働
契
約
解

消
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
留
意

点
・
期
間
雇
用
者
の
雇
止
め
の
有
効
性
の

判
断
基
準
な
ど

二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
改
正
派
遣
法

が
施
行
さ
れ
、
ま
も
な
く
三
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
改
正
法
で
は
派
遣

元
事
業
主
が
有
期
雇
用
し
て
い
る
派
遣

労
働
者
に
つ
い
て
、
一
部
の
例
外
を
除

き
、
三
年
の
「
期
間
制
限
」
ル
ー
ル
が

設
け
ら
れ
た
点
が
特
に
重
要
で
す
。
こ

の
「
期
間
制
限
」
ル
ー
ル
を
超
え
て
、

派
遣
先
企
業
が
派
遣
労
働
者
を
受
け
入

れ
た
場
合
、「
労
働
契
約
み
な
し
制
度
」

が
適
用
さ
れ
、
派
遣
先
企
業
が
派
遣
労

働
者
に
対
し
て
労
働
契
約
の
申
込
を
し

た
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

本
年
一
〇
月
以
降
に
は
多
く
の
派
遣

先
企
業
が
そ
の
期
間
制
限
の
時
期
を
迎

え
、
労
働
者
派
遣
に
お
け
る
「
二
〇
一

八
年
問
題
」
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り

目

次

頁

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー

ド

一

�
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

二

�
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

二

�
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
一
講

二

�
改
正
派
遣
法
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー

三

�
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー

四

�
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

四

�
四
年
目
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修

五

�
職
場
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
セ
ミ
ナ
ー六

�
決
算
書
を
使
う
技
術
セ
ミ
ナ
ー

七

�
管
理
会
計
セ
ミ
ナ
ー

七

�
高
校
生
の
た
め
の
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

八

�
働
く
女
性
応
援
講
座

八

�
既
卒
三
年
以
内
対
象
就
職
面
接
会

八

�
青
年
経
営
者
部
会
七
月
例
会

九

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
一

�
企
業
経
営
動
向
調
査

十
二

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

十
五

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
七

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
八

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
の
改
定

十
九

�
事
業
だ
よ
り
、告
知
版
、会
員
の
動
き

二
十

講演を行う仁野 直樹弁護士

労働問題実務対応講座

講演する塚越 賢一郎弁護士
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平
成
三
〇
年
度
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー

第
三
講
「
適
正
運
用
の
た
め
の
評
価
者
研
修
の

重
要
ポ
イ
ン
ト
」

二
〇
一
八
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
公
労
使
で
取
り
組
む
『
働
き
方
改
革
』
で
地
域
の

活
性
化
を
目
指
そ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

ま
す
。

そ
こ
で
、
八
月
二
〇
日
㈪
の
セ
ミ
ナ

ー
は
、
日
本
を
代
表
す
る
人
事
・
労
務

に
関
す
る
法
律
事
務
所
で
あ
る
石
嵜
・

山
中
総
合
法
律
事
務
所

ヴ
ァ
イ
ス
パ

ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

塚
越

賢
一
郎
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「『
労
働
者

派
遣
に
お
け
る
二
〇
一
八
年
問
題
実
務

対
策
セ
ミ
ナ
ー
』
〜
直
近
に
迫
る
〝
期

間
制
限
〞
三
年
ル
ー
ル
へ
の
実
務
対
策

〜
」
と
題
し
て
実
務
上
の
対
策
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

一

労
働
者
派
遣
の
基
本

・
派
遣
法
の
目
的
、
基
本
構
造
、
人
材

利
用
の
法
的
区
分
な
ど

二

改
正
派
遣
法
の
ポ
イ
ン
ト

・
許
可
制
へ
の
一
本
化

・
事
業
所
、
個
人
単
位
の
期
間
制
限

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
措
置

・
均
等
待
遇
確
保
の
た
め
の
取
組

な
ど

三

事
業
所
単
位
・
個
人
単
位
期
間
制

限
ル
ー
ル
と
手
続
上
の
実
務
注
意
点

・
事
業
所
単
位
の
期
間
制
限
判
断
に
お

け
る
「
事
業
所
」
の
範
囲

・
個
人
単
位
の
期
間
制
限
判
断
に
お
け

る
「
組
織
」
の
範
囲

・
期
間
制
限
の
延
長
手
続
き
の
ポ
イ
ン

ト

な
ど

四

労
働
契
約
申
し
込
み
み
な
し
制
度

・
対
象
と
な
る
違
法
行
為
の
類
型

・
偽
装
請
負
認
定
の
基
準

・
み
な
し
制
度
の
効
果

・
承
諾
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
契
約
期
間
徒

過
の
関
係

・
直
接
雇
用
後
更
新
せ
ず
に
契
約
終
了

で
き
る
か

な
ど

制
度
の
適
正
運
用
に
と
っ
て
障
害
と

な
る
最
大
の
原
因
に
、
評
価
者
の
評
価

ス
キ
ル
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
評
価
者

と
し
て
の
意
識
を
高
め
、
自
覚
と
責
任

を
も
っ
て
評
価
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

六
月
二
七
日
㈬
の
平
成
三
〇
年
度
人

事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講
は
、「
適
正

運
用
の
た
め
の
評
価
者
研
修
の
重
要
ポ

イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
チ
株
式
会
社

常
務
取
締
役
チ

ー
フ
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

吉

田

寿
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
一
名
が
参
加
し
、
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
交
え
た
実
践
的
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
人
事
評
価
を
適
正
に
行
う
た
め
に
は
、

制
度
を
整
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
管
理

者
（
評
価
者
）
の
評
価
ス
キ
ル
の
向
上

が
重
要
で
あ
る
。

・
評
価
者
の
責
務
は
評
価
制
度
を
適
正

に
運
用
し
、
人
材
育
成
を
実
現
す
る
こ

と
に
あ
る
。

・
評
価
者
研
修
は
、そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
設
計
次
第
で
、
最
強
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
な
る
。

・
陥
り
や
す
い
評
価
エ
ラ
ー
パ
タ
ー
ン

を
認
識
し
、
不
適
切
な
目
標
の
中
身
を

分
析
し
、
改
善
策
を
検
討
す
る
。

・
研
修
や
業
務
を
通
じ
て
、
評
価
者
同

士
が
評
価
の
基
準
を
す
り
合
わ
せ
る
こ

と
が
重
要
。

・
部
下
育
成
の
観
点
を
よ
り
意
識
し
た

面
談
に
お
い
て
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
の
基

本
ス
キ
ル
を
活
用
し
た
効
果
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
が
重
要
と
な

る
。

・
評
価
を
受
け
る
者
が
ど
の
よ
う
な
目

標
を
設
定
す
る
か
は
非
常
に
重
要
。
き

ち
ん
と
し
た
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
評
価
は
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
。

・
目
標
設
定
・
評
価
面
談
の
実
施
に
際

し
て
は
、
面
談
内
容
等
の
事
前
準
備
、

傾
聴
の
ス
キ
ル
、
質
問
の
ス
キ
ル
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
ス
キ
ル
が
必
要
。

七
月
三
一
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会
（
連
合
埼
玉
）、
県
産
業
労
働
部
と

本
会
と
の
共
催
で
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
二
〇
一

八
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
「
公
労
使
で
取

り
組
む
『
働
き
方
改
革
』
で
地
域
の
活

性
化
を
目
指
そ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
一
二
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は
本
年
度
で

三
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
近
藤

嘉
連
合
埼
玉
会
長
の
主
催
者
代
表
挨
拶

で
始
ま
り
、
続
い
て
、
日
本
総
合
研
究

所
理
事
・
主
席
研
究
員

山
田

久
氏

に
基
調
講
演
「
働
き
方
改
革
法
案
の
概

要
と
労
使
の
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

改正派遣法実務対策セミナー

講義を行う吉田 寿氏

第三回人事制度セミナー

2018地域フォーラム
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平
成
三
〇
年
度

四
年
目
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

「
三
年
間
の
振
り
返
り
と
今
後
の
飛
躍
に
向
け
て
」

と
題
し
、
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有

明
氏

が
講
演

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、事
例
報
告
と
し
て
、テ
イ
・

エ
ス

テ
ッ
ク
労
働
組
合
中
央
執
行
委

員
長

須
崎

計
氏
よ
り
労
働
組
合
に

お
け
る
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
株
式
会
社

島
忠

人
事
部

長

田
中

裕
太
氏
か
ら
は
企
業
に
お

け
る
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、県
産
業
労
働
部
雇
用
労
働

局
長

新
里

英
男
氏
よ
り
「
埼
玉
県

公
労
使
会
議
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ

に
事
例
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
は
、
本
会
の
上
條

正
仁
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
以
っ

て
本
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

◇
基
調
講
演
の
概
要

・
政
府
の
進
め
る
働
き
方
改
革
は
戦
後

日
本
型
労
使
雇
用
関
係
の
二
つ
の
コ
ア

の
在
り
方
を
問
う
も
の
。

・
一
つ
は
就
社
型
雇
用
（
終
身
雇
用
、

年
功
賃
金
、
企
業
内
組
合
な
ど
）。
も

う
一
つ
は
個
社
型
集
団
的
労
使
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
雇
用
ル
ー
ル
形
成
の

在
り
方
な
ど
）。

・
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
、
労
働
時
間

規
制
の
見
直
し
が
大
き
な
柱
。

・
政
府
の
「
働
き
方
改
革
」
の
内
容
は

一
言
で
言
え
ば
欧
州
型
の
仕
組
み
の
一

部
導
入
。

・
欧
州
の
短
い
労
働
時
間
の
前
提
に
は
、

学
校
教
育
な
ど
企
業
の
外
部
に
イ
ン
タ

ー
ン
な
ど
の
実
務
能
力
が
習
得
で
き
る

仕
組
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
ま
た
、
欧
州
で
は
企
業
横
断
的
な
職

種
別
・
技
能
レ
ベ
ル
別
の
賃
金
相
場
も

あ
り
、
そ
れ
が
同
一
労
働
・
同
一
賃
金

の
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

・
欧
州
と
の
環
境
の
違
い
を
考
慮
し
て

日
本
型
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
日
本
の
「
年
七
二
〇
時
間
、
単
月
最

長
一
〇
〇
時
間
未
満
」
と
い
っ
た
制
限

は
こ
れ
ま
で
の
慣
行
か
ら
す
れ
ば
厳
し

い
が
、
欧
州
よ
り
は
緩
い
基
準
。

・
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
も
欧
州
を
そ

の
ま
ま
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
各
企

業
内
の
正
規
・
非
正
規
間
の
不
合
理
な

格
差
是
正
を
目
指
す
も
の
。

・
高
プ
ロ
制
度
は
、
本
来
適
用
さ
れ
る

べ
き
裁
量
性
の
高
い
労
働
者
に
の
み
適

用
さ
れ
る
か
、
過
重
労
働
を
阻
止
す
る

健
康
管
理
措
置
が
と
ら
れ
る
か
が
重
要
。

・
働
き
方
改
革
が
必
要
と
さ
れ
る
本
質

的
な
理
由
は
人
口
動
態
の
変
化
に
あ
る
。

・
国
内
人
口
の
減
少
局
面
へ
の
移
行
に

よ
り
、
女
性
や
シ
ニ
ア
の
活
躍
が
重
要
。

・
と
り
わ
け
女
性
活
躍
の
た
め
に
は
育

児
・
家
事
の
シ
ェ
ア
が
不
可
欠
。

・「
家
事
は
女
性
に
す
べ
て
任
せ
て
男

性
は
長
時
間
労
働
す
る
」
と
い
っ
た
働

き
方
が
で
き
な
く
な
り
勤
務
時
間
の
短

縮
が
必
要
に
。

・
他
方
、
日
本
企
業
は
長
ら
く
低
生
産

性
・
低
収
益
に
苦
し
ん
で
き
た
が
、
働

き
方
改
革
は
生
産
性
革
新
の
チ
ャ
ン
ス
。

・
長
時
間
労
働
は
生
産
性
の
低
さ
の
裏

返
し
。
付
加
価
値
生
産
性
を
高
め
る
労

働
に
切
り
替
え
て
い
く
。

・
目
指
す
べ
き
は
欧
州
型
と
日
本
型
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
。

・
社
会
全
体
で
の
雇
用
安
定
、
非
正
規

も
含
め
た
労
使
協
議
、
客
観
的
根
拠
に

よ
る
適
正
配
分
な
ど
が
こ
れ
か
ら
大
事

に
な
る
。

・
現
在
、
大
き
な
歴
史
の
転
換
点
に
あ

る
。
労
使
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り

越
え
て
い
く
べ
き
時
で
あ
る
。

現
場
の
リ
ー
ダ
ー
一
歩
手
前
の
立
場

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
若
手

社
員
の
働
く
意
欲
と
目
標
を
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
人
事
教
育
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏

を
お
迎

え
し
、「
四
年
目
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
」
を
今
年
度
新
規
に
開
設
い

た
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
「
三
年
間
の
振
り
返
り
と

今
後
の
飛
躍
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
基
本
編
」
と
「
応
用
編
・
実
践
編
」

の
二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
講
義
を
単
に

聞
く
だ
け
で
な
く
、
事
前
課
題
、
グ
ル

ー
プ
討
議
、
討
議
内
容
の
解
説
を
通
し

て
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
考
え
を
全

員
で
共
有
し
な
が
ら
、
中
堅
社
員
と
し

て
、
将
来
会
社
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
自
覚
を
醸
成
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

基
本
編

七
月
十
八
日
㈬
、第
一
講「
基
本
編
」

を
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
五
名
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
人
と

し
て
の
歩
み
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
用
い
て
分
析
し
た
の
ち
、
期
待
さ

れ
る
中
堅
社
員
に
な
る
た
め
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
四
年
目
社
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、

従
来
の
指
示
・
命
令
を
き
ち
ん
と
こ
な

す
こ
と
に
加
え
、
新
た
に
自
分
で
仕
事

埼玉県公労使会議の取り組
みを紹介する新里 英男氏

事例報告を行う
田中 裕太氏

事例報告を行う
須崎 計氏

講演を行う
山田 久氏

研修を行う本田 有明氏

研修風景
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職
場
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
セ
ミ
ナ
ー

『
こ
じ
ら
せ
な
い
！
職
場
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
処
法
』

〜
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
相
談
は
こ
う

し
て
話
を
聴
く
〜
を
開
催

を
創
る
こ
と
や
、
問
題
発
見
・
提
案
な

ど
を
行
い
な
が
ら
上
司
を
補
佐
す
る
こ

と
で
あ
る
。

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
人
に
良
い

影
響
を
与
え
、
考
え
方
、
行
動
に
変
化

を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
四
年
目
社

員
と
し
て
、
上
司
に
提
案
、
後
輩
に
助

言
し
、
良
い
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
身
に
付
け
ら
れ
る
。

・「
で
き
る
人
」
と
は
、
も
の
ご
と
を

「
自
責
」
の
目
で
見
ら
れ
、
文
句
で
は

な
く
「
提
案
」
の
形
で
も
の
が
言
え
、

自
分
か
ら
「
ま
と
め
役
」
を
買
っ
て
出

て
、
失
敗
し
て
も
「
原
因
と
対
策
」
を

考
え
、新
し
い
体
験
を「
プ
ラ
ス
思
考
」

で
捉
え
ら
れ
る
人
で
あ
る
。

・
若
い
う
ち
に
「
ま
と
め
役
」
を
買
っ

て
出
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
。
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
培
わ
れ
、
失
敗
し
て
も
フ

ォ
ロ
ー
で
き
る
。

・
社
会
人
基
礎
力
を
確
認
し
、
自
分
の

指
向
性
と
潜
在
的
な
能
力
を
自
覚
す
る
。

自
分
の
強
み
と
弱
み
を
理
解
し
、
力
を

発
揮
で
き
る
分
野
を
伸
ば
し
、
弱
み
を

補
強
す
る
。

・
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
「
取

り
組
む
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム

で
働
く
力
」
で
あ
る
。
四
年
目
社
員
に

は
チ
ー
ム
内
の
役
割
が
重
要
に
な
る
。

応
用
編
・
実
践
編

七
月
二
六
日
㈭
、
第
二
講「
応
用
編
・

実
践
編
」
を
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
〇

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
ま
ず
、第
一
講「
基
本
編
」

の
振
り
返
り
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
一
歩

先
を
見
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

方
法
や
、
チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
成
果
を

高
め
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
四
年
目
と
も
な
れ
ば
期
待
さ
れ
る
役

割
の
中
に
「
後
輩
の
指
導
」
な
ど
も
入

っ
て
く
る
。

・
後
輩
の
指
導
で
は
「
褒
め
る
こ
と
」

が
重
要
。
褒
め
て
こ
そ
人
は
伸
び
る
。

・
褒
め
る
際
に
は
、「
君
だ
か
ら
で
き

た
」
な
ど
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
、

期
待
と
信
頼
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が

重
要
。

・
ま
た
、
褒
め
る
と
き
に
は
成
果
の
み

に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
行
動
や
存

在
自
体
を
承
認
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
す

る
と
よ
い
。

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
が
良
い
雰

囲
気
の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。

・
周
り
の
人
に
学
ぶ
こ
と
が
自
身
の
成

長
を
早
め
る
。
ま
た
、
謙
虚
な
姿
勢
が

人
か
ら
好
感
を
持
た
れ
る
。

・
年
齢
を
重
ね
る
と
難
し
く
な
っ
て
く

る
こ
と
も
多
い
の
で
、
若
い
う
ち
に
人

の
良
い
所
を
見
つ
け
て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

よ
く
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

・
問
題
発
見
・
解
決
の
技
術
を
身
に
つ

け
る
に
は
ま
ず
、
自
分
の
長
所
と
短
所

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
職
場
に
は
大
別
し
て
「
発
生
型
」
と

「
探
索
型
」
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
問

題
が
あ
る
。

・
発
生
型
は
原
状
回
復
す
れ
ば
解
決
す

る
が
、
探
索
型
は
原
因
を
つ
き
と
め
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
探
索
型
の
問
題
は
会
社
の
慣
習
に
染

ま
っ
て
い
な
い
若
い
職
員
の
方
が
見
つ

け
や
す
い
。
問
題
発
見
の
視
点
を
意
識

し
て
ほ
し
い
。

・
自
分
の
後
輩
が
問
題
点
の
指
摘
を
し

て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

・
そ
う
い
っ
た
と
き
に
、
安
易
に
否
定

し
て
し
ま
う
と
問
題
発
見
の
芽
を
摘
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

・
ま
ず
は
「
面
白
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と

肯
定
的
に
聞
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
。

・
効
果
的
な
提
案
で
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
肯
定
的
に
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
、

次
の
新
た
な
提
案
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
人
間
関
係

上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
つ
き
も
の
で
す
。
そ

し
て
残
念
な
が
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
発

生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
ち
早
く
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
芽
を
見
つ
け
出
し
、「
初

動
」（
最
初
の
手
当
）
で
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
、
職
場
や
相
談
窓
口
で
の
相

談
初
期
の
対
応
が
不
適
切
で
、
問
題
が

こ
じ
れ
裁
判
で
徹
底
的
に
争
う
こ
と
に

な
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト
に
情
報
が
流
出
し

拡
散
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
七
月
二

四
日
㈫
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
で
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
他
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
相
談
、
官
公
庁
・
大
学
の
講
演
や

研
修
に
従
事
さ
れ
、
日
本
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
、
日
本

産
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
理
事
長

野
原

蓉
子
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、「
こ
じ
ら
せ
な

い
！
職
場
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
処
法
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
て
実
施
し
、
二
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
従
業
員
の
相
談
で
一
番
相
談
が
多
い

の
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
。

・
三
〇
％
以
上
の
人
が
三
年
以
内
に
何

ら
か
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
。

・「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
は
重
要
な

経
営
課
題
。

・
対
策
を
誤
れ
ば
、
被
害
者
・
行
為
者

な
ど
の
個
人
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は

な
く
、
職
場
や
組
織
全
体
に
も
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
。

・
中
で
も
パ
ワ
ハ
ラ
は
上
司
の
叱
責
を

恐
れ
、
情
報
を
上
に
あ
げ
な
く
な
る
と

研修はディスカッションや
プレゼンテーションを交えて行われた

講義を行う野原 蓉子氏

職場ハラスメントセミナー
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決
算
書
を
�
武
器
�
に
変
え
る
、
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る

『
決
算
書
を
使
う
技
術
』
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

管
理
会
計
セ
ミ
ナ
ー

経
営
幹
部
（
候
補
）
で
あ
れ
ば
必
須
の
「
よ
く
わ
か

る
管
理
会
計
の
基
礎
と
実
践
」
と
題
し
開
催

い
う
意
味
で
、
組
織
内
で
の
「
情
報
の

流
れ
」
に
も
影
響
を
与
え
る
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
、
セ
ク
ハ
ラ
、

マ
タ
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
が
あ
る
が
、

新
た
な
類
型
と
し
て
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
顧
客
や
取
引
先
か
ら
の
著

し
い
迷
惑
行
為
）
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。

・
①
優
越
的
地
位
に
基
づ
く
、
②
業
務

の
適
正
な
範
囲
を
超
え
る
、
③
身
体
的

も
し
く
は
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
か
就

業
環
境
を
害
す
る
と
い
う
三
要
素
全
て

を
満
た
す
も
の
が
パ
ワ
ハ
ラ
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
処
は
初
動
が

重
要
。
初
動
が
不
適
切
だ
と
問
題
が
拡

大
し
て
し
ま
う
。

・
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
不
祥

事
」
で
は
な
く
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
。「
改
善
の
ヒ

ン
ト
」
と
と
ら
え
相
談
が
上
が
り
や
す

い
環
境
の
整
備
が
必
要
。

・「
能
力
の
あ
る
社
員
で
も
処
分
し
ま

す
」
と
明
確
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
。
ど
の
よ
う
な
企
業
文
化
・
風

土
を
作
り
た
い
か
、
経
営
者
の
価
値
観

が
問
わ
れ
る
。

決
算
書
の
読
み
方
は
何
と
な
く
知
っ

て
い
る
が
、
使
う
と
な
る
と
や
や
不
安

が
あ
る
と
い
う
方
は
意
外
と
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
一
月
に
開
催
し
好
評
を
博

し
た
「
決
算
書
を
読
む
技
術
」
セ
ミ
ナ

ー
の
第
二
弾
と
し
て
、「
決
算
書
を
使

う
技
術
」
セ
ミ
ナ
ー
を
七
月
二
日
㈪
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
株
式
会
社
デ
ィ
レ
ク

タ
ー

早
稲
田
大
学
会
計
大
学
院
非
常

勤
講
師

公
認
会
計
士

川
口

宏
之

氏
を
お
迎
え
し
、
〜
自
社
の
強
み
・
弱

み
の
把
握
、
取
引
先
の
経
営
状
況
の
把

握
等
を
図
解
で
示
す
〜
と
題
し
て
講
演

い
た
だ
き
、
三
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
実
在
の
有
名
企
業
二
社
の

決
算
書
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て

使
い
な
が
ら
、
基
礎
と
な
る
決
算
書
の

読
み
方
の
確
認
を
は
じ
め
、
財
務
3
表

の
相
互
関
係
や
、
財
務
3
表
を
組
み
合

わ
せ
た
分
析
の
大
切
さ
を
、
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

利
益
率
や
回
転
率
の
計
算
方
法
や
重

要
性
に
も
言
及
し
、
財
務
分
析
指
標
を

図
に
置
き
換
え
る
事
で
、
自
社
や
他
社

の
経
営
状
況
が
よ
り
把
握
し
や
す
く
な

る
な
ど
、
参
加
者
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

会
計
に
は
大
き
く
分
け
て
財
務
会
計

と
管
理
会
計
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
管

理
会
計
は
、
法
律
や
形
式
な
ど
に
捉
わ

れ
な
い
た
め
、
企
業
等
で
活
用
レ
ベ
ル

に
差
が
生
じ
、
そ
の
差
が
業
績
の
差
と

な
っ
て
表
れ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
管
理
会
計
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
七
月
十
九
日
㈭
の
管
理
会
計
セ

ミ
ナ
ー
は
、
中
澤
公
認
会
計
士
事
務
所

公
認
会
計
士
・
税
理
士

中
澤

仁
之

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
よ
く
わ
か

る
管
理
会
計
の
基
礎
と
実
践
」
と
題
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
十
七
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
講
義
の
ほ
か
、

実
際
に
電
卓
を
使
っ
た
演
習
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

一

管
理
会
計
の
基
本

財
務
会
計
が
法
律
に
基
づ
き
決
算
書

の
作
成
・
報
告
を
行
う
の
に
対
し
、
管

理
会
計
は
、
決
算
書
や
会
計
デ
ー
タ
か

ら
、
適
正
な
経
営
判
断
を
行
う
た
め
に

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
、
統

一
的
な
ル
ー
ル
は
な
い
。

管
理
会
計
の
目
的
は
、
問
題
の
早
期

発
見
・
改
善
、
業
績
管
理
、
意
思
決
定

の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。

二

利
益
管
理
に
必
須
の
損
益
分
岐
点

分
析

財
務
デ
ー
タ
か
ら
損
益
分
岐
点
を
計

算
し
、
固
定
費
や
変
動
費
に
着
目
し
て

分
析
し
、
利
益
回
復
等
の
判
断
資
料
に

す
る
。

三

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
理
解
、
改

善

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
計
算
式
で
は

な
く
現
物
と
し
て
と
ら
え
る
。
営
業
活

動
、
投
資
活
動
、
財
務
活
動
の
三
つ
の

活
動
区
分
が
あ
り
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
（
営
業
・
投
資
）
が
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
こ
そ
、
自
ら
の
資
金
で
借
入

金
の
返
済
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

四

会
計
で
効
果
を
高
め
る
予
算
管
理

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
戦
略

や
中
長
期
計
画
に
基
づ
い
て
、
短
期
利

益
計
画
を
作
成
し
、
各
現
場
部
門
が
こ

の
計
画
を
も
と
に
予
算
案
を
策
定
す
る
。

五

原
価
計
算
を
知
れ
ば
利
益
意
識
が

変
わ
る

利
益
を
左
右
す
る
の
は
売
上
と
コ
ス

ト
だ
け
で
は
な
い
。
直
接
原
価
計
算
に

よ
り
、
原
価
を
固
定
費
と
変
動
費
に
分

け
て
計
算
す
る
と
、
操
業
度
を
上
げ
る

こ
と
で
製
品
単
価
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

六

意
思
決
定
会
計
を
使
い
こ
な
し
経

営
に
活
か
す

経
営
計
画
の
実
施
の
可
否
を
判
断
す

る
際
に
意
思
決
定
会
計
を
用
い
て
分
析

す
る
（
演
習
事
例
①
「
新
製
品
の
製
造
・

販
売
」
②
「
事
業
の
継
続
か
撤
退
か
」

③
「
設
備
投
資
」）。

講義を行う川口 宏之氏

決算書を使う技術セミナー

講演を行う中澤 仁之氏
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高
校
生
の
た
め
の
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
八
を
開
催

平
成
三
〇
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

『
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
』

開
催

『
仕
事
の
基
礎
力
』開
催

『
話
し
方
・
伝
え
方
』開
催

既
卒
三
年
以
内
対
象
「
就
職
面
接
会
」
を
開
催

七
月
二
七
日
㈮
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社
が

主
催
で
本
会
が
後
援
し
た
、
第
二
回
高

校
生
の
た
め
の
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
八
が
Ａ
Ｇ
Ｓ
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
第
一
回
に
続
き
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
体
験
を
通
じ
て
「
創
造
力
」

や
「
論
理
的
思
考
力
」
を
習
得
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
県
内
の
高
校
生

十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
校
生
た
ち
は
午
前
中
に
ア
シ
ア
ル

株
式
会
社
の
技
術
者
か
ら
Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ

ａ
と
い
う
開
発
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
、
午
後
は

四
〜
五
名
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
実
際

に
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
作
成
し
ま

し
た
。

完
成
し
た
ア
プ
リ
は
、
ス
ク
リ
ー
ン

に
投
影
し
、
皆
の
前
で
動
作
さ
せ
な
が

ら
、
ア
プ
リ
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

途
中
ア
プ
リ
が
誤
作
動
し
、
す
ぐ
修

正
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
姿
も
見
ら
れ
、

高
校
生
た
ち
の
理
解
力
の
高
さ
、
Ｉ
Ｔ

へ
の
興
味
・
関
心
の
更
な
る
高
ま
り
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
七
月
六
日
㈮
一
〇
時
か

ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、

平
成
三
〇
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本

会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
二
四
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
養

成
」
を
テ
ー
マ
に
、
早
川
オ
フ
ィ
ス

早
川

優
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
管
理
職
の
役
割
と
し
て
ど
の
よ
う

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
理
解
を

深
め
、
部
下
後
輩
と
関
わ
る
際
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
ま
ず
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
部
下
指
導
の

手
順
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
ス

キ
ル
や
コ
ー
チ
ン
グ
の
ス
キ
ル
に
つ
い

て
、
演
習
を
交
え
て
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
は
、
参
加
者
が
ペ
ア
に
な

り
、
上
司
・
部
下
役
に
分
か
れ
、
部
下

か
ら
の
相
談
に
対
し
て
ど
う
接
し
対
応

す
る
か
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
も
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
職
場
で
既
に
リ
ー
ダ
ー
の

立
場
に
あ
る
方
を
中
心
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
高
い
意
欲
を
持
っ
て
受
講
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
七
月
十
一
日
㈬
一
〇
時

か
ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い

て
、
平
成
三
〇
年
度
働
く
女
性
応
援
講

座
が
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
八
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
「
仕
事
の
基
礎
力
」

を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

能
勢

み
ゆ
き
氏
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ

っ
て
も
必
要
と
な
る
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
考
え
方
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
と
い

っ
た
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
基
本
事
項
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
い
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
ま
ず
組
織
人
と
し
て
持

つ
べ
き
意
識
や
仕
事
の
優
先
順
位
な
ど

の
仕
事
の
基
本
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、

職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
演
習
も

含
め
な
が
ら
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
各
自
で
ま
と
め
、
目
標
設
定

と
決
意
表
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
頃
の
仕
事
の
ふ
り
返
り

を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
参
加
者
は
、
普

段
の
業
務
に
お
い
て
不
足
し
て
い
る
点

な
ど
に
つ
い
て
気
づ
き
を
得
ら
れ
た
様

子
で
し
た
。

平
成
三
〇
年
八
月
二
日
㈭
一
〇
時
か

ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、

平
成
三
〇
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本

会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
三
〇
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は「
話
し
方
・
伝
え
方
」

を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

能
勢

み
ゆ
き
氏
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
会
議
や
発
表
な
ど
の
場

面
に
お
い
て
相
手
に
正
確
に
自
分
の
考

え
や
思
い
を
伝
え
る
力
（
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
）
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
ま
ず
集
団
に
お
け
る
意

思
決
定
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
会
議
を
活
性
化

さ
せ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
演
習
も
交
え
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
話
の
組
み
立
て
方
や
、

効
果
的
な
話
し
方
や
態
度
に
つ
い
て
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
交
え
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
は
お
互
い
に
意
見
を
述
べ
な

が
ら
積
極
的
に
参
加
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
お
り
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
に
な
る
」
な
ど
の
意
欲
的
な
意
見

も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
と
本
会
と

の
共
催
で
六
月
八
日
㈮
に
、
既
卒
三
年

以
内
対
象
の
就
職
面
接
会
を
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
面
接
会
は
、
高
校
、
専
門
学
校
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
を
卒
業
す
る
ま

で
に
就
職
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
方
、
及

び
卒
業
後
三
年
以
内
の
方
に
早
期
就
職

の
実
現
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
の

も
の
で
、
今
年
は
一
三
〇
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

完成したアプリを発表している様子

面接練習を行っている様子
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
七
月
例
会
開
催

「
学
び
合
い
、語
り
合
う
〜
経
営
課
題
に
関
す
る
勉
強

会
〜
」
第
一
弾

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
す
る
た
め
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

当
日
は
、
企
業
八
六
社
が
各
ブ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、
面
接
練
習
を
行
う
と
と

も
に
、
学
生
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
答

え
て
い
ま
し
た
。

七
月
二
五
日
に
青
年
経
営
者
部
会
の

七
月
例
会
を
開
催
し
一
四
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
例
会
は
「
学
び
合
い
、
語
り
合
う

シ
リ
ー
ズ
」
を
「
経
営
課
題
に
関
す
る

勉
強
会
」
と
し
た
第
一
弾
で
、「『
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）』
を

未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
に
は
〜

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
し
、�
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
�
と
し
て
捉
え
る
た
め
の
視
点

を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
一
般

社
団
法
人
イ
マ
コ
コ
ラ
ボ
公
認
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
で
未
来
創
造
サ
ポ
ー
ト
代

表
の
寺
島
義
智
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

◇
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

二
〇
一
五
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
、

「
経
済
課
題
・
環
境
課
題
・
政
治
課
題
」

な
ど
、
一
七
領
域
・
一
六
九
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
及
ぶ
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

と
し
て
国
際
社
会
が
協
力
し
て
目
指
す

ゴ
ー
ル
の
こ
と
で
す
。

「
先
進
国
を
含
む
世
界
全
体
の
経
済
・

社
会
の
あ
り
方
」
を
対
象
と
し
、
経
済

活
動
に
よ
る
環
境
負
荷
を
持
続
可
能
な

水
準
ま
で
抑
え
つ
つ
、
資
源
や
機
会
、

人
権
な
ど
を
め
ぐ
る
格
差
や
不
平
等
な

ど
を
是
正
す
る
こ
と
で
世
界
を
変
革
す

る
取
組
み
で
す
。

◇
2
0
3
0
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
現
在
か
ら
二
〇
三
〇
年
ま

で
の
道
の
り
を
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

様
々
な
価
値
観
や
違
う
目
標
を
持
つ
人

が
い
る
世
界
で
、ど
う
や
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
を
体
験
的
に
学
び
ま
す
。

「
な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
私
た
ち
の
世
界
に

必
要
な
の
か
」
そ
し
て
「
そ
れ
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
ど
ん
な
変
化
や
可
能
性

が
あ
る
の
か
」
を
体
験
的
に
理
解
す
る

た
め
の
ゲ
ー
ム
で
す
。

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
感
想

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
を
体
験
を
し
た
く
て
参
加
し
た
が
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
一
方
通
行
の
考
え

方
で
は
世
の
中
が
成
り
立
た
な
い
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
大
き
な
課
題
に
対
し
て
も
人
間
が
協

力
し
合
え
ば
必
ず
前
進
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
共
有
す
る
上

で
、
と
て
も
有
意
義
な
ゲ
ー
ム
だ
と
感

じ
た
。

・
ま
ず
は
自
分
の
明
確
な
意
思
を
持
つ

こ
と
、
そ
し
て
途
中
で
振
り
返
り
、
全

体
を
見
る
こ
と
、
ま
た
、
他
と
協
力
し

て
物
事
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

た
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
自
社
と
の
繋
が
り
は
な

い
の
で
は
と
思
っ
て
い
た
が
、
取
り
組

む
必
要
性
を
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
た
。

参
加
し
て
、
見
え
る
化
す
る
こ
と
、
そ

の
見
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
分
か
る
こ
と
が
必
要

と
感
じ
た
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
以
前
か
ら
興
味
が
あ

り
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
ゲ
ー
ム
と

は
い
え
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
気
づ

く
こ
と
が
多
く
、
と
て
も
有
意
義
だ
っ

た
。

・
経
営
者
こ
そ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
す
べ

き
だ
と
感
じ
た
。
自
ら
の
ゴ
ー
ル
は
、

地
球
の
ゴ
ー
ル
と
同
義
だ
と
気
づ
い
た
。

・
同
じ
目
標
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
け
ば
、
思
う
よ
う

な
世
界
が
作
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
。

続
く
第
二
部
の
懇
親
会
に
も
寺
島
氏

に
ご
同
席
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交

換
を
通
じ
て
講
演
内
容
へ
の
理
解
を
更

に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
や
近
況
に
つ
い
て

報
告
を
行
う
な
ど
、
情
報
交
換
や
相
互

交
流
の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講師 寺島義智氏

ワークショップ風景 2030SDGs カード
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企業の海外進出エント
リーモードおよびチャネ
ル構築、海外進出企業の
最新潮流および国際マー
ケティング事例の分析

学歴・略歴
川端 庸子
（かわばた やすこ）
明治大学大学院経営学研
究科博士後期課程修了
（博士（経営学））。阪南
大学経営情報学部専任講
師、准教授、教授を経て、
2016年4月より現職。専
門は国際マーケティング、
小売業の国際化、eコマ
ース、東南アジア新興国
市場戦略。

インターネットを代表とする
ICT（情報コミュニケーション技術）の発展は、私た
ちの生活、経済、社会のあり方や手法を大きく変革し
ました。これら ICTをもちいた商取引EC（Electronic
Commerce）の登場により、企業は自らECサイトを
構築して販売を行い、フェイスブック、ブログ、ツイ
ッターなどインターネット広告対策をようになりまし
た。さらに近年、国境を超えた海外で商品を販売・購
入する越境ECが進展しています。越境ECにより、
時間的・地理的制限を大幅に縮小され、自国内で流通
していない海外商品をインターネットで売買する機会
が急増しています。これまで長らく海外進出において
は、大規模な多国籍企業が海外直接投資によって海外
子会社を設立したり、ホスト国企業を買収したり、合
弁会社を設立したりすることにより、財またはサービ
スについて国境を越えたホスト国を含む近隣諸国など
に提供する国際的な分業体制グローバル・バリュー・
チェーン（GVC）が行われていました。
しかし、近年では多国籍企業がそれぞれのGVC統

括の一環として、親会社・子会社の関係ではなく、契
約に基づき取引を行う非出資型（NEM（ネム）：Non
-Equity Modes of International Production））国際
生産及び同形態での貿易が世界的トレンドとなってき
ています（UNCTAD：2011）。NEMの形態としては、
製造委託、サービス・アウトソーシング、契約農業、

フランチャイズ、ライセンス、そして管理契約などが
あげられます。NEMの場合、多国籍企業はパートナ
ーとなるサプライヤー（協力企業であり、主にホスト
国企業である）と事業契約を締結し、多国籍企業の有
する技術やビジネスモデル、企業内市場での内販機会
などを軸に運営を行います。これらNEMの登場によ
り、企業規模の大小や所属する産業や領域に関わらず、
国際取引及び経営を行う機会が急増しています。
このように国際経営およびマーケティング分野では、
今まで以上に柔軟かつ早いスピードで経営の意思決定
が求められるようになってきています。今後の研究で
はこういった国内外で活躍しようとする日系企業の後
押しをする一助となるように現場の実際に即した学問
的なアプローチを続けていきたいと考えています。

・爆発性混合気中におけ
る爆発安全技術
・爆轟や高速燃焼を用い
た燃焼装置（内燃エン
ジン、バーナーなど）
の工学的応用

学歴・略歴
前田 慎市
（まえだ しんいち）
2012年3月 筑波大学
大学院システム情報工学
研究科 構造エネルギー
工学専攻 博士後期課程
修了、博士（工学）。2012
年4月 日本学術振興会
特別研究員（PD）。2013
年4月 埼玉大学 研究
機構 助教を経て2018年
4月より現職。専門は高
速燃焼・爆轟（デトネー
ション）を中心とした燃
焼工学。

自動車用エンジンやガス爆発で
生じる燃焼は、音速の100分の1から10分の1くらい
の速さで進みます。音速は一般的に毎秒数100メート
ルくらいですから、感覚的にはかなりの速さです。し
かし、ある条件下では燃焼が音速の5倍から7倍（お
よそ毎秒2㎞から3㎞）もの速さで進むことがありま
す。これは「爆轟（デトネーション）」と呼ばれるも
ので、私の主な研究対象です。
爆轟は、通常の燃焼にとどまらず「衝撃波と燃焼が

一体化したもの」で、燃焼の前方にある衝撃波が燃焼
を引っ張って、とんでもない速さで進みます。また衝
撃波の存在は、燃焼後の圧力を非常に大きくします。
これは、通常の燃焼にはない大きな特徴です。身近な
燃料であるプロパンと空気が混ざった爆発性混合気に
爆轟が発生したとすると、その速さは毎秒約1．8㎞、
圧力は大気圧の約18倍、温度は2500℃にもなります。
爆轟は、細長い空間で発生しやすいため、古くは炭鉱
において、近年でも爆発しやすい物質を取り扱うよう
なプラント等において、爆轟の発生が大きな被害をも
たらした例が実際にあり、発生の条件の探索とその防
止は、百数十年続く爆轟の研究における伝統的なモチ
ベーションです。
一方で、この危険な現象の積極的な利用は、爆轟の

研究者の間で最近注目されているトピックスです。爆

発性混合気を一瞬で燃焼させ、高い圧力を得ることが
できる爆轟現象の力をエンジンや産業機器の高性能化
に向けた応用研究が世界的に進められています。しか
し、爆発溶射法（爆轟で発生させた高い温度の高速噴
流を利用した溶射法）がほぼ唯一の実用例です。爆轟
の利用技術は、「何に使えるか？」という問いも含め
て発展途上ですので、思いがけないアイデアがブレー
クスルーに繋がる可能性があると考えています。爆轟
の応用には、意図しない爆轟の発生を単純に「防ぐ」
ことに加えて「コントロールする」ことが必要です。
これらにつながる基礎研究を基盤として、産業安全の
観点から爆轟の発生や進行を「抑止」する技術の開発
とともに、爆轟が人々の生活を助ける身近な現象とな
る日を目指して研究を続けています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000888888888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

日系企業の国際化に関する研究
大学院人文社会科学研究科 商学研究領域 川 端 庸 子 准教授

「爆轟」危険な燃焼だけど使える燃焼？
大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 生産科学領域 前 田 慎 市 准教授

爆轟（デトネーション）が進んでいく様子
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六本木ヒルズ・森美術館にて開催された「建築の日本展：そ
の遺伝子のもたらすもの」に、本学の学生・教職員総勢約50名
で制作した国宝《待庵》の原寸レプリカが展示されました。も
のつくり大学では制作にあたり、京都で現地調査を行い、学内
で木材加工、建具や和釘の制作、塗装、土壁の施工方法の検証
を行い仮組した後、解体して会場である森美術館にて再構築し
ました。
待庵は千利休の作と伝えられ、現存する茶室建築としては日
本最古のもので、「わび」の思想を空間化した、日本文化を語
る上で欠くことのできない建築の一つであり、その後の建築形
式にも影響を与え続けてきました。その所以のひとつは、茶室
建築にみられる自然観にあると考えられます。
内部空間は幅、奥行き、高さ共に人間の身長から割り出され、
その壁や床、天井は木や土、あるいは草の類など儚くあいまい
な形状をもつ自然素材で形づくられています。客用の玄関であ
る躙口は人がくぐり入ることができる最小限の大きさとして決
定されており、内部に入ると、暗く幽玄な茶室空間が広がってい

ます。徐々に目が慣れてくると、空間の変化に意識が向かってい
くことでしょう。太陽の光のうつろいや差し掛かる雲の動きは、
薄い障子紙を介して劇的に茶室の明暗と方向性を変えていきま
す。また、風が木々を揺らす音や空気の動きが、その極限まで
薄く、気泡をもった
土壁を介して伝わっ
てくるのを感じ、意
識は閉じられた極小
の内部空間から、屋
外の自然やそのさら
に先へと無限に広が
っていきます。人間
も自然の一部である
という日本古来の考
え方が、高度な表現
として具現化したも
のといえるでしょう。

31年前に企業に入った頃は、盛んにグ
ローバル化が叫ばれていました。英語を
勉強しろしろと会社全体で大号令の時代
だったように思います。その次は環境で

す。しかしなかなか環境と謳うわりには実が伴わないなという
のが実感でした。そこにあの大震災です。あの晩は会社に泊ま
り、翌日帰宅したものの、月曜日の計画停電で電車が来ず、こ
れから日本はどうなってしまうのかと背筋が寒くなったのをよ
く覚えています。
2年後に大学に移りました。研究テーマは環境関連と決めて
いました。あの月曜日の実体験が大きいと思います。現実的に
スタートを考えるとテーマは限られましたが、現在弊研究室で
は精密機械システムをキーワードにハイブリッド型風力発電、
微動機構、圧電素子のオープンループ制御などに取り組んでい
ます。
⑴ハイブリッド型風力発電（図1）：風向きの変化によって生
じる振動を風力発電のパワーアシストとして用いることで風
力発電の効率を上げ、環境に寄与しようとするものです。
⑵微動機構（図2）：特長は一つのアクチュエータに直線と回
転の二つの機能を持たせることで、アクチュエータ数削減・
消費電力削減を通して環境に寄与しようとする点です。

⑶圧電素子のオープンループ制御：圧電素子の位置制御をフィ
ードバック制御からオープンループ制御へと簡略化すること
で、消費電力削減・部品点数削減・コスト削減・故障率低減
などを通して環境に寄与しようとするものです。
震災での体感を忘れることなく、環境技術を一つずつ積み上
げていけたらと思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888999999999999999999999999回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

茶室《待庵》にみられる自然観
建設学科 岡 田 公 彦 准教授

岡田 公彦（おかだ きみひこ）ものつくり大学准教授、建築家、一級建築士。明治大学理工学部建築学科卒業後、西沢立衛建
築設計事務所 勤務。2005年 岡田公彦建築設計事務所 設立、明治大学、東京電機大学、多摩美術大学、東海大学等 非常勤
講師を経て、2017年からものつくり大学技能工芸学部建設学科 准教授。（連絡先：048‐564‐3884／k_okada@iot.ac.jp）

環境技術への取組み
総合機械学科 佐久田 茂 教授

佐久田 茂（さくた しげる）教授・工学博士 東京大学工学部精密機械工学科卒業、同大学院精密機械工学専攻修士課程修了。
株式会社東芝を経て、2013年4月よりものつくり大学教授。精密機械システムが専門。技術士（機械部門）。
（連絡先：048‐564‐3848／sakuta@iot.ac.jp）

図1 ハイブリッド型風力発電

写真 森美術館にて展示中の
国宝《待庵》原寸再現模型

図2 微動機構
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………192社
回収率……………………………34．9％

�業種内訳 �内製造業………………86社
�内非製造業 …………106社

�資本金別
�5000万円以下………………………91社
�5000万円超～1億円以下…………44社
�1億円超～3億円以下……………16社
�3億円超……………………………41社

企業経営動向調査（2018年度第2回〈7月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、18年4月比で
製造業「－6」、非製造業「－5」と
なり悪化した。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「－10」、非製造業「－2」と悪化
を見込む。

18年7月

14

15

12

－1

－8

6

18年4月

19

21

17

5

2

8

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、18年4月比で
製造業「＋1」、非製造業「±0」と
なった。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「－4」と悪化、非製造業「±0」
と横這いを見込む。

18年7月

5

11

1

－5

－8

－3

18年4月

5

10

1

－3

－4

－3

1．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、18年4月比で
製造業「＋3」と改善、非製造業「－
2」と悪化した。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「＋4」と小幅改善、非製造業「－
1」と小幅悪化を見込む。

18年7月

9

17

3

5

11

0

18年4月

9

14

5

4

7

1

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）18／4－6月期、7－9月期の上段の（ ）内の数値は18年4月調査時の見通し

�18／4－6月期の売上高DI は、1－3月期
比で製造業「－11」、非製造業「－19」とな
り悪化した。

�今後の見通しについては、7－9期は4－6
期比で製造業「＋3」、非製造業「＋16」と
改善を見込む。10－12期は7－9期比で製造
業「＋14」、非製造業「＋16」と改善を見込
む。

見 通 し

18／10－12

25

28

23

18／7－9

（15）
10

（24）
14

（8）
7

実 績

18／4－6

（－5）
0

（－7）
11

（－4）
－9

18／1－3

15

22

10

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�18／4－6月期の経常利益DI は、1－3月
期比で製造業「－2」、非製造業「－15」と
なり悪化した。

�今後の見通しについては、7－9期は4－6
期比で製造業「－4」と悪化、非製造業「＋
10」と改善を見込む。10－12期は7－9期比
で製造業「＋21」、非製造業「＋12」と改善
を見込む。

見 通 し

18／10－12

17

22

13

18／7－9

（10）
1

（17）
1

（4）
1

実 績

18／4－6

（－5）
－3

（－6）
5

（－5）
－9

18／1－3

6

7

6

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、18年4月
比製造業「＋3」、非製造業「－2」
となり、製造業の製品在庫が増加傾向
にある。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「±0」、非製造業「＋1」と横ば
いであり、在庫水準は適正な水準に向
かうと見込まれる。

18年7月

7

8

6

2

1

3

18年4月

6

5

8

2

1

2

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、18年
4月比で製造業「＋7」、非製造業「－
7」となり、製造業の設備不足が弱ま
ったが、非製造業では強まった。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「－6」、非製造業「－5」となっ
ており、両業種で設備不足が強まると
見込まれる。

18年7月

－6

－8

－4

－9

－12

－6

18年4月

－5

－15

3

－3

－6

－1

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、18年4月比で
製造業「＋6」、非製造業「－9」。引
続き高水準の人手不足が続いている。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「＋12」、非製造業「－13」となっ
ており、非製造業の人手不足感が更に
強まると見込まれる。

18年7月

－36

－33

－39

－43

－34

－50

18年4月

－34

－39

－30

－41

－46

－37

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、18年4月比で
製造業「－5」、非製造業「±0」と
なった。

�先行きDI についても、18年4月比で
製造業「－6」、非製造業「－3」と
なっているが、資金繰りに繁忙感は見
られない。

18年7月

13

9

15

9

7

11

18年4月

15

14

15

13

13

14

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、18年4月比で
製造業「－7」、非製造業「－1」と
なっており、製造業で販売価格下落が
みられる。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「－9」、非製造業「－7」となっ
ており、販売価格下落が今後見込まれ
る。

18年7月

4

－2

10

1

－5

6

18年4月

8

5

11

8

4

13

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、18年4月比で
製造業「－2」、非製造業「－8」と
減少したが、総じて仕入価格は上昇傾
向にある。

�先行きについては、18年4月比で製造
業「－4」、非製造業は「－13」と減
少しているが、今後も仕入価格上昇は
続くと見込まれる。

18年7月

32

43

23

32

41

24

18年4月

38

45

31

41

45

37

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―14―



一
〇

副
業
・
兼
業
促

進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
問
題
点

（
そ
の
2
）

3

時
間
外
の
副
業
・
兼
業
を
一
般
的

に
自
由
と
し
た
検
討
会
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
問
題

―
矛
盾
す
る
働
き
方
改
革
で
は
な
い

か
―

厚
生
労
働
省
で
は
、「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」（
平
成
二
九
年
三
月
二
八

日
働
き
方
改
革
実
現
会
議
決
定
）
を
踏

ま
え
、
副
業
・
兼
業
の
普
及
の
促
進
を

図
る
た
め
、「
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す

る
検
討
会
」
を
設
け
て
検
討
し
た
結
果
、

「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
平
成
三
〇
年
一
月
に
ま

と
め
、
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て
、
企
業

や
働
く
者
が
現
行
の
法
令
の
下
で
ど
う

い
う
事
項
に
留
意
す
べ
き
か
を
公
表
し

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、「
副
業
・
兼
業
は
、

社
会
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
の
手
段
と
し

て
も
有
効
で
あ
り
、
都
市
部
の
人
材
を

地
方
で
も
活
か
す
と
い
う
観
点
か
ら
地

方
創
生
に
も
資
す
る
面
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。」、「
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、

労
働
者
が
副
業
・
兼
業
を
行
う
理
由
は
、

自
分
が
や
り
た
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
、

十
分
な
収
入
の
確
保
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
業
種
や
職
種
に
よ
っ
て
仕
事
の
内

容
、
収
入
等
も
様
々
な
実
情
が
あ
る
が
、

自
身
の
能
力
を
一
企
業
に
と
ら
わ
れ
ず

に
幅
広
く
発
揮
し
た
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
な
ど
の
希
望
を
持
つ
労

働
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
長
時
間
労
働
、
企

業
へ
の
労
務
提
供
上
の
支
障
や
企
業
秘

密
の
漏
洩
等
を
招
か
な
い
よ
う
留
意
し

つ
つ
、
雇
用
さ
れ
な
い
働
き
方
も
含
め
、

そ
の
希
望
に
応
じ
て
幅
広
く
副
業
・
兼

業
を
行
え
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。」
と
し
て
、「
副
業
・
兼

業
を
促
進
す
る
」
改
革
を
展
開
す
る
こ

と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
企
業
の
対
応
」
と
し
て

も
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
裁
判
例
を

踏
ま
え
れ
ば
、
原
則
、
副
業
・
兼
業
を

認
め
る
方
向
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。
副
業
・
兼
業
を
禁
止
、
一
律
許
可

制
に
し
て
い
る
企
業
は
、
副
業
・
兼
業

が
自
社
で
の
業
務
に
支
障
を
も
た
ら
す

も
の
か
ど
う
か
を
今
一
度
精
査
し
た
う

え
で
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、

労
働
時
間
以
外
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

労
働
者
の
希
望
に
応
じ
て
、
原
則
、
副

業
・
兼
業
を
認
め
る
方
向
で
検
討
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
働
き
方
改
革
」

の
中
心
は
長
時
間
労
働
の
是
正
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
残
業
規
制
を
法
的
な
罰

則
を
も
っ
て
定
め
、
労
働
時
間
の
短
縮

を
図
り
、
一
方
に
お
い
て
は
、
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
の
促
進
や
休
日
の
確
保

を
も
っ
て
労
働
者
の
過
労
死
等
を
防
止

し
、
労
働
者
の
健
康
を
確
保
す
る
こ
と

が
第
一
の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
有
効
な
措
置
と
し
て
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
導
入
が
考

え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

労
働
時
間
設
定
改
善
特
別
措
置
法
で
は
、

「
事
業
主
の
責
務
」
と
し
て
、「
事
業

主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
労
働

時
間
等
の
設
定
の
改
善
を
図
る
た
め
、

業
務
の
繁
閑
に
応
じ
た
労
働
者
の
始
業

及
び
終
業
の
時
刻
の
設
定
、
健
康
及
び

福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業

か
ら
始
業
ま
で
の
時
間
の
設
定
、
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の
整

備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第

二
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
「
副
業
・
兼
業
の
促

進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
」
は
、
同
じ
「
働

き
方
改
革
」
の
政
策
の
中
で
も
、
上
記

の
と
お
り
中
心
的
な
労
働
時
間
短
縮
政

策
と
矛
盾
す
る
反
対
の
方
向
へ
労
働
者

を
誘
導
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
（
別
図
参
照
）。
同
図
の
と
お

り
、
フ
ル
タ
イ
マ
ー
で
雇
用
さ
れ
て
い

る
労
働
者
に
対
す
る
「
働
き
方
改
革
」

と
し
て
、「
長
時
間
労
働
禁
止
、
労
働

時
間
短
縮
、
休
日
・
年
休
の
取
得
、
過

労
死
防
止
・
健
康
確
保
」
を
含
む
労
働

者
保
護
措
置
の
下
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
就

業
者
は
就
労
目
的
に
従
い
、
生
産
性
の

向
上
に
寄
与
す
る
労
働
を
誠
実
に
行
う

義
務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
日

の
労
働
が
終
了
し
た
後
、
次
の
労
働
ま

で
の
間
に
必
ず
一
定
の
休
息
時
間
（
例

え
ば
九
時
間
）を
、
企
業
は
付
与
し（
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
）、
労
働
者
は
こ

れ
を
休
息
に
充
て
、
労
働
者
の
健
康
を

確
保
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
就
労
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場

合
健
康
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
勤
務

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
八
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
３１
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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間
の
休
息
に
充
て
る
べ
き
時
間
（
イ
ン

タ
ー
バ
ル
時
間
）
に
つ
い
て
、
別
の
会

社
等
と
雇
用
契
約
な
ど
を
結
び
兼
業
や

副
業
を
行
い
、
就
労
す
る
と
い
う
の
で

は
、
全
く
そ
の
目
的
を
達
し
な
い
こ
と

に
な
る
。
ま
さ
に
働
き
方
改
革
に
矛
盾

す
る
働
き
方
と
い
え
る
。

4

裁
判
例
は
本
当
に
労
働
時
間
外
の

副
業
・
兼
業
は
自
由
と
し
て
い
る
の

か―
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
に
と
っ
て
は

翌
日
の
労
務
提
供
に
支
障
が
生
ず

る
―

「
副
業
・
兼
業
の
促
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
は
、
副
業
・
兼
業
を
促
進
す
る

根
拠
の
一
つ
と
し
て
、「
裁
判
例
で
は
、

労
働
者
が
労
働
時
間
以
外
の
時
間
を
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
か
は
、
基
本
的
に

は
労
働
者
の
自
由
で
あ
り
、
各
企
業
に

お
い
て
そ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
の
は
、
労
務
提
供
上
の
支
障
と
な

る
場
合
、
企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る
場
合
、

企
業
の
名
誉
・
信
用
を
損
な
う
行
為
や

信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為
が
あ
る
場

合
、
競
業
に
よ
り
企
業
の
利
益
を
害
す

る
場
合
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
と
お
り
、

副
業
・
兼
業
が
制
限
さ
れ
る
場
合
の
第

一
と
し
て
、「
労
務
の
提
供
上
の
支
障
」

と
な
る
場
合
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
通
常
の
フ
ル
タ
イ
ム
で
、
い

わ
ゆ
る
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
一

日
八
時
間
労
働
・
週
休
二
日
制
を
前
提

と
し
て
、
企
業
に
対
し
て
誠
実
勤
務
す

る
義
務
（
労
働
契
約
法
第
三
条
第
四

項
）
を
負
う
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
「
働
き
方
改
革
に
お
い
て
長
時

間
労
働
の
是
正
」
を
中
心
と
す
る
過
労

防
止
等
の
た
め
に
長
時
間
労
働
の
禁
止

に
つ
い
て
強
制
的
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
労
働
者
の
健
康
を
確
保
し
、

生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
措
置
を
講
じ

て
政
策
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
勤
務
す
る
時
間
が
短
縮

さ
れ
時
間
的
な
余
裕
が
で
き
た
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
の
余
裕
時
間
に
兼
業
や
副

業
を
行
う
こ
と
は
そ
の
休
息
時
間
を
就

労
に
充
て
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
折
角

の
労
働
時
間
の
短
縮
や
休
日
の
確
保
と

い
う
働
き
方
改
革
に
よ
る
休
息
時
間
の

確
保
目
的
を
裏
切
る
結
果
に
な
る
こ
と

を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

判
例
で
も
、「
当
時
Ｙ
会
社
は
、
従

業
員
の
長
時
間
労
働
に
よ
る
肉
体
的
疲

労
度
を
軽
減
し
、
就
業
時
間
中
の
作
業

効
率
を
向
上
さ
せ
、
か
つ
そ
の
実
態
調

査
を
試
み
る
特
別
措
置
を
講
じ
て
お
り
、

従
業
員
は
そ
の
措
置
中
は
特
に
自
己
ま

た
は
他
の
従
業
員
の
作
業
能
率
や
意
欲

を
低
下
せ
し
め
る
よ
う
な
言
動
を
慎
む

べ
き
忠
実
義
務
が
あ
る
の
に
、
Ｘ
ら
は

再
三
に
わ
た
る
会
社
側
の
警
告
を
無
視

し
、
許
可
な
く
他
に
就
労
し
て
、
就
業

の
規
律
を
乱
し
、
職
場
内
に
他
社
就
労

の
噂
を
生
ぜ
し
め
て
、
他
の
従
業
員
の

作
業
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
等
企
業
に
好

ま
し
か
ら
ざ
る
影
響
を
与
え
た
も
の
と

推
認
す
る
に
十
分
で
あ
る
。」
と
し
て
、

Ｘ
ら
の
他
社
就
業
は
、
Ｙ
会
社
の
厳
重

な
警
告
中
に
敢
え
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
情
状
は
重
い
（
昭
和
四
七
・
一

〇
・
二
〇
福
岡
地
裁
判
決
、
昭
和
室
内

整
備
事
件
、
判
タ
二
九
一
号
三
五
五

頁
）
と
判
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ

る
。同

様
に
「
労
働
者
の
自
由
な
る
時
間

は
第
一
義
的
に
は
労
働
者
の
た
め
に
あ

る
。
し
か
し
乍
ら
、
労
働
者
が
そ
の
自

由
な
る
時
間
を
精
神
的
肉
体
的
疲
労
回

復
の
た
め
適
度
な
休
養
に
用
い
る
こ
と

は
、
次
の
労
働
日
に
お
け
る
誠
実
な
労

務
提
供
並
び
に
安
全
衛
生
に
関
す
る
事

故
防
止
の
た
め
の
基
礎
的
条
件
を
な
す

も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
と
し
て
も

労
働
者
の
自
由
な
時
間
の
利
用
に
つ
い

て
利
害
関
心
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。
す
で
に
従
業
員
た
る
地
位
に

あ
る
者
が
そ
の
自
由
な
る
時
間
を
利
用

の
自
由
性
に
任
せ
て
他
と
継
続
的
雇
用

関
係
に
入
り
、
例
え
ば
一
日
八
時
間
な

い
し
そ
れ
以
上
の
拘
束
労
働
に
服
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
疲
労
度
は
加
速

度
的
に
累
積
し
、
従
業
員
た
る
地
位
に

お
い
て
要
請
さ
れ
る
誠
実
な
労
務
の
提

供
は
遂
に
は
殆
ど
不
可
能
と
な
る
で
あ

ろ
う
し
、
安
全
衛
生
上
の
事
故
の
発
生
、

こ
れ
に
伴
う
使
用
者
側
の
損
害
並
に
各

種
補
償
義
務
負
担
等
の
危
険
性
が
著
し

く
増
大
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
想
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
労
働
者
が
す
で
に
従
業

員
で
あ
る
以
上
、
そ
の
自
由
な
る
時
間

に
お
い
て
他
と
継
続
的
な
雇
用
関
係
に

入
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
従
業
員
た
る

地
位
と
相
容
れ
な
い
結
果
を
伴
う
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」と
さ
れ
、「
他

と
継
続
的
な
雇
用
関
係
に
入
る
こ
と
は

就
業
時
間
の
他
へ
の
就
業
が
企
業
経
営

に
及
ぼ
す
叙
上
の
如
き
影
響
を
考
慮
す

れ
ば
、
使
用
者
が
企
業
経
営
秩
序
維
持

上
、
就
業
規
則
に
お
い
て
従
業
員
に
対

し
か
か
る
行
為
を
禁
止
し
こ
れ
に
違
反

す
る
も
の
を
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
し

う
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
昭
和
三
二
・
一
一
・
一
三
大
阪

地
裁
判
決
、
永
大
産
業
事
件
、
労
民
集

八
巻
六
号
八
〇
七
頁
）
と
し
、
懲
戒
解

雇
相
当
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
検
討
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
よ
う
に
「
裁
判
所
は
、
労
働
者

が
労
働
時
間
以
外
の
時
間
を
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
か
は
、
基
本
的
に
は
労
働

者
の
自
由
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
誤
っ

た
見
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

5

労
働
者
は
休
息
を
と
り
労
働
疲
労

を
回
復
し
翌
日
安
全
に
就
労
す
る
の

が
契
約
上
の
義
務

―
政
府
の
い
う
副
業
・
兼
業
の
認
め

ら
れ
る
判
例
は
ア
ル
バ
イ
ト
的
雇

用
の
み
―

政
府
の
「
副
業
・
兼
業
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
お
い
て
前
記
の
と
お
り
、「
裁

判
例
で
は
労
働
者
が
労
働
時
間
以
外
の

時
間
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
は
基

本
的
に
労
働
者
の
自
由
」
と
し
て
、
そ

の
線
に
沿
っ
た
判
例
を
あ
げ
て
い
る

（
別
掲
）。
し
か
し
、
こ
の
別
掲
の
判

例
を
見
て
も
、
副
業
・
兼
業
を
認
容
し

て
い
る
の
は
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
就
労
や

語
学
学
校
講
師
で
担
当
コ
マ
数
の
限
ら

れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
労
働
者
で
は
な
い
。
副
業
や
兼
業
を

し
て
も
労
働
時
間
的
に
は
全
く
問
題
に

―16―



な
ら
な
い
労
働
者
の
例
で
あ
り
、
裁
判

例
の
引
用
自
体
が
適
切
な
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
、

一
般
的
な
見
解
と
し
て
は
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
妥
当
な
見

解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
就
業
規
則
は
、
一
般
に
、
労
働
者

が
承
諾
な
し
に
就
業
時
間
外
に
自
ら
事

業
を
営
み
、
ま
た
は
他
に
雇
用
さ
れ
る

こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
、
と
は
い
え
、

労
働
時
間
外
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
は
労
働
者
に
自
由
で
あ
る
、

他
面
使
用
者
は
、
労
働
者
が
そ
の
日
の

労
働
の
疲
労
を
そ
の
日
の
休
息
に
よ
っ

て
回
復
す
る
こ
と
（
明
日
も
元
気
で
働

く
こ
と
）
を
期
待
す
る
。
そ
れ
は
使
用

者
の
労
働
契
約
上
の
正
当
な
利
益
で
あ

る
。」、「
な
お
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
兼
業
を
制
限

し
得
な
い
と
解
す
る
。」（
渡
辺
章
「
労

働
法
講
義
・
上
」
二
四
五
頁
〜
二
四
六

頁
）。従

来
の
裁
判
例
は
こ
の
よ
う
に
兼
業

や
副
業
が
許
さ
れ
る
の
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
や
ア
ル
バ
イ
ト
的
就
労
の
場
合

に
限
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
回
の
働
き
方
改
革
推
進
の
各
関
連
法

の
改
正
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
同
一
労
働
同

一
賃
金
と
い
わ
れ
る
労
働
契
約
法
第
二
〇

条
の
「
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
」
規
定
が
、

パ
ー
ト
労
働
法
第
八
条
の
「
短
時
間
労
働

者
」
の
待
遇
に
つ
い
て
の
同
様
の
規
定
と

合
体
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
法
律
の
名
称
も
、

「
短
時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇
用
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
」

と
改
正
さ
れ
、
契
約
法
第
二
〇
条
の
条
文

も
パ
ー
ト
法
第
八
条
に
移
行
し
、「
事
業

主
は
、
そ
の
雇
用
す

る
短
時
間
・
有
期
雇

用
労
働
者
の
基
本
給
、

賞
与
そ
の
他
の
待
遇

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
当
該
待
遇
に
対

応
す
る
通
常
の
労
働

者
の
待
遇
と
の
間
に

お
い
て
、
当
該
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働

者
及
び
通
常
の
労
働
者
の
業
務
の
内
容
及

び
当
該
業
務
に
伴
う
責
任
の
程
度
（
以
下

「
職
務
の
内
容
」
と
い
う
。）、
当
該
職
務

の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
そ
の
他

の
事
情
の
う
ち
、
当
該
待
遇
の
性
質
及
び

当
該
待
遇
を
行
う
目
的
に
照
ら
し
て
適
切

と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
考
慮
し
て
、
不
合

理
と
認
め
ら
れ
る
相
違
を
設
け
て
は
な
ら

な
い
。」
と
さ
れ
た
。

労
働
契
約
法
は
、
私
法
で
あ
る
民
事
法

で
あ
る
か
ら
、
労
働
基
準
法
な
ど
と
は
違

っ
て
当
事
者
間
の
自
治
の
下
、
自
由
意
思

に
よ
る
「
合
意
」
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
、
行
政
権
限
の
行
使
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

古
く
か
ら
「
民
事
不
介
入
の
原
則
」
と
し

て
、
行
政
権
力
は
、「
私
的
法
律
関
係
へ

介
入
を
し
て
は
な
ら
な
い
」（
民
事
不
介

入
）
と
さ
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
契
約
法
も
、
労
使

間
の
私
法
で
あ
り
、
民
事
的
な
ル
ー
ル
に

沿
っ
た
合
理
的
な
行
動
を
通
じ
て
実
現
さ

れ
る
も
の
で
、「
労
働
契
約
法
に
つ
い
て

は
労
働
基
準
監
督
官
に
よ
る
監
督
指
導
及

び
罰
則
に
よ
る
履
行
確
保
は
行
わ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。」（
平
成
二
〇
・
一
・
二
三

付
通
達
）
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
パ
ー
ト
労
働
法
は
、
第
一

条
の
目
的
に
定
め
る
よ
う
に
労
働
政
策
と

し
て
の
措
置
法
で
あ
る
か
ら
、
行
政
権
限

行
使
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
同
法
第
一

八
条
）。
こ
の
こ
と
に
着
目
し
て
、
平
成

二
九
年
六
月
の
労
政
審
の
建
議
は
、
こ
の

パ
ー
ト
労
働
法
に
労
働
契
約
法
第
二
〇
条

を
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
権
の

行
使
の
立
法
化
を
図
っ
た
。

同
建
議
に
よ
れ
ば
、
短
時
間
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
行
政
が
必
要
と
認
め
た
場
合

の
事
業
主
に
対
す
る
報
告
徴
収
・
助
言
・

指
導
・
勧
告
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
行
政

権
限
に
よ
り
実
現
を
期
し
て
い
る
。
一
方
、

有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
契

約
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
法
で
あ
る
労
働
契

約
法
に
均
衡
待
遇
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
行
政
に
よ
る
履

行
確
保
や
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
規
定
が
な
い
。

有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
短
時
間

労
働
者
と
併
せ
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

に
諸
規
定
を
移
行
・
新
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
に
よ
る
履
行
確
保
措
置
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。」
と
し
た
。

そ
し
て
、「
雇
用
形
態
が
非
正
規
で
あ

る
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
支
給
な
ど
解
釈

が
明
確
な
場
合
は
報
告
徴
収
・
助
言
・
指

導
・
勧
告
の
対
象
と
し
て
い
く
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。」
と
の
建
議
に
基
づ
い
て
「
民

事
介
入
へ
の
行
政
権
の
行
使
」
に
移
行
す

る
。

行
政
の
労
働
契
約
法
介
入

へ
の
法
改
正

弁
護
士

安
西

�

別掲 副業・兼業に関する裁判例（判決の抜粋）

【認容された場合の例】
・マンナ運輸事件（京都地裁判平成二四年七月一三日）
運送会社が、準社員からのアルバイト許可申請を四度にわたって不許可にし

たことについて、後二回については不許可の理由はなく、不法行為に基づく損
害賠償請求が一部認容（慰謝料のみ）された事案。

・東京都私立大学教授事件（東京地裁判平成二〇年一二月五日）
教授が無許可で語学学校講師等の業務に従事し、講義を休講したことを理由

として行われた懲戒解雇について、副業は夜間や休日に行われており、本業へ
の支障は認められず、解雇無効とした事案。

・十和田運輸事件（東京地裁判平成一三年六月五日）
運送会社の運転手が年に一、二回の貨物運送のアルバイトをしたことを理由

とする解雇に関して、職務専念義務の違反や信頼関係を破壊したとまでいうこ
とはできないため、解雇無効とした事案。

【否認された場合】
・小川建設事件（東京地裁決定昭和五七年一一月一九日）
毎日六時間にわたるキャバレーでの無断就労を理由とする解雇について、兼

業は深夜に及ぶものであって余暇利用のアルバイトの域を超えるものであり、
社会通念上、会社への労務の誠実な提供に何らかの支障を来す蓋然性が高いこ
とから、解雇有効とした事案。

・橋元運輸事件（名古屋地裁判決昭和四七年四月二八日）
会社の管理職にある従業員が、直接経営には関与してはいないものの競業他

社の取締役に就任したことは、懲戒解雇事由に該当するため、解雇有効とした
事案。
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経
営
革
新
計
画
承
認
制
度

の
御
案
内

埼
玉
県
中
小
企
業
制
度

融
資
の
御
案
内

第
7
回
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！
参
加
無
料

「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」

に
な
り
ま
せ
ん
か

平
成
30
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

実
施
の
お
知
ら
せ

県
主
催
企
業
向
け
非
正
規
雇

用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
御
案
内

人
材
の
確
保
、
働
き
方
改
革
に

取
り
組
む
企
業
へ
の
専
門
家

派
遣
事
業
の
御
案
内

県
で
は
、
挑
戦
す
る
企
業
を
応
援
す
る

た
め
、
経
営
革
新
計
画
承
認
制
度
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
経
営
の

向
上
を
目
指
し
て
行
う
新
た
な
取
組
を
県

が
承
認
す
る
制
度
で
す
。
計
画
作
成
や
実

行
時
に
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0803/a38.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
に
事
業
に

必
要
な
資
金
を
円
滑
に
調
達
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

県
が
金
融
機
関
に
利
子
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
金
融
機

関
か
ら
低
い
利
率
で
融
資
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
従
前
の
「
企
業
成
長
設
備

資
金
」
を
「
設
備
投
資
促
進
資
金
」
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
先

端
産
業
関
連
な
ど
に
加
え
て
、
人
手
不
足

へ
の
対
応
や
シ
ニ
ア
・
女
性
・
障
害
者
等

の
活
躍
の
場
を
拡
げ
る
設
備
投
資
も
融
資

対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
利
率
も
こ
れ
ま

で
よ
り
0
・
2
％
引
下
げ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
従
前
の
「
女
性
経
営
者
支
援

資
金
」
を
「
女
性
・
若
者
経
営
者
支
援
資

金
」
と
し
、
融
資
の
対
象
者
に
、
資
金
調

達
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
35

歳
未
満
の
若
者
も
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

事
業
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を
お
考
え

の
方
は
、
是
非
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0805/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

歴
史
や
文
化
、
グ
ル
メ
な
ど
埼
玉
に
関

す
る
多
彩
な
ク
イ
ズ
に
3
人
一
組
の
チ
ー

ム
で
挑
戦
！
素
敵
な
参
加
賞
も
用
意
し
て
、

埼
玉
の
こ
と
が
大
好
き
な
皆
さ
ん
の
挑
戦

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
予
選
日
程

①
日
本
薬
科
大
学

さ
い
た
ま
キ
ャ
ン
パ

ス
（
伊
奈
町
）

10
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

【
応
募
締
切
�
10
月
18
日
㈭
】

②
③
コ
ク
ー
ン
シ
テ
ィ
（
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
）

11
月
18
日
㈰
②
午
前
10
時
〜

③
午
後

1
時
30
分
〜

【
応
募
締
切
�
11
月
8
日
㈭
】

④
飯
能
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

12
月
22
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

【
応
募
締
切
�
12
月
12
日
㈬
】

�
応
募
方
法

3
人
一
組
で
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
①
②

③
④
（
3
会
場
4
予
選
会
）
の
う
ち
一
つ

を
選
ん
で
ち
ょ
こ
た
び
埼
玉
（
県
公
式
観

光
サ
イ
ト
）
か
ら
締
切
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
9
）

県
で
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
な

ど
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
男
女
が
と

も
に
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
「
多
様
な
働
き

方
実
践
企
業
」と
し
て
、
8
月
現
在
、
2
�

6
2
1
社
認
定
し
て
い
ま
す
。

認
定
項
目
は
「
短
時
間
勤
務
や
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
多
様
な
働
き
方
を
選
べ

る
か
」「
出
産
し
た
女
性
が
働
き
続
け
て

い
る
か
」
な
ど
の
6
つ
で
、
2
つ
以
上
該

当
す
れ
ば
認
定
さ
れ
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
企
業
に
は
、
認
定
証
、

楯
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
贈
呈
し
、
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
求
人
の
際
の
Ｐ
Ｒ
に
御

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
県
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格

の
新
規
・
更
新
申
請
時
に
加
点
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
従

業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
な

ど
役
立
つ
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

認
定
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
県
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
課
ま
で
御
相
談
く
だ
さ
い
。

認
定
制
度
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や「
多

様
な
働
き
方
実
践
企
業
検
索
サ
イ
ト
」
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
3
）

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
働
く
人
の

技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、
企

業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の
向
上

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
埼
玉
県
で
は
、
建
築
大
工
や
機

械
検
査
な
ど
約
40
職
種
の
検
定
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
企
業
や
自
身
の
技
能
向
上
に

是
非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。
受
検

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各
所
で
配

布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

�
試
験
日
程

平
成
30
年
12
月
〜
平
成
31

年
2
月（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
る
。）

�
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5

埼
玉
県

浦
和
合
同
庁
舎
5
階
）
他

�
受
検
申
請
受
付
期
間

10
月
1
日
㈪
〜

12
日
㈮
に
同
協
会
へ
提
出

�
受
検
手
数
料
（
各
等
級
・
職
種
共
通
）

学
科
試
験
の
み
受
検
�

3
�
1
0
0
円

実
技
試
験
の
み
受
検
�
1
7
�
9
0
0
円

実
技
と
学
科
の
両
方
�
2
1
�
0
0
0
円

※
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
、
35
歳
未
満

の
実
技
試
験
2
級
又
は
3
級
受
検
者
は
、

受
検
手
数
料
を
9
�
0
0
0
円
減
額
し

ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
に
つ
い
て

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

http
://w

w
w.saitam

a-vada.or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0811/kentei/index.htm

l

�
開
催
日
時
と
開
催
地

①
10
月
16
日
㈫
春
日
部
市

②
11
月
13
日
㈫
川
越
市

③
11
月
22
日
㈭
さ
い
た
ま
市

各
日
と
も
14
時
〜
16
時
15
分

詳
細
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

http
://saitam

a-sem
inar.com

�
問
い
合
わ
せ
先

企
業
向
け
非
正
規
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー

事
務
局
（
県
委
託
先
）

（
0
4
8
―
8
2
2
―
6
0
9
0
）

県
で
は
、
中
小
企
業
診
断
士
や
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
、
経
営
・
労
務
管
理
の
専

門
家
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。
詳
細
は
次

の
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://sai-jinzaikakuho.com

/

�
問
い
合
わ
せ
先

非
正
規
対
策
・
働
き
方
改
革
推
進
専
門

家
派
遣
事
務
局
（
県
委
託
先
）

（
0
4
8
―
7
6
2
―
3
0
4
0
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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成成立立

10月1日以降、898円
埼玉県最低賃金は、10月1日以降898円となり

ます。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃

金支払能力等を総合的に勘案した上で決定される
もので、平成30年度は徹底した調査・審議を重ね
た結果、898円となり、平成29年度と比較します
と27円の引き上げとなりました。

時間額 898円
引上額 27円

引上率 3.10％
〈注意していただくこと〉
1．適用する地域…埼玉県の区域
2．適用する使用者
…前号の地域内で事業を営む使用者

3．適用する労働者
…前号の使用者に使用される労働者

4．この最低賃金において賃金に算入しないもの
…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当

5．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具
製造業」、「輸送用機械器具製造業」、「光学機
械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、
及び「自動車小売業」については、別途特定
（産業別）最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話048－600－
6205）または最寄の労働基準監督署へお問い合わ
せください。

埼玉県の最低賃金の改定

過去5年間の最低賃金額の状況
年度 26 27 28 29 30

最低賃金・時間額 802円 820円 845円 871円 898円

引上額・
引上率

17円・
2．17％

18円・
2．24％

25円・
3．05％

26円・
3．08％

27円・
3．10％

平成30年度地域別最低賃金額（時間額）の状況

都道府県名
最低賃金額 引上額

都道府県名
最低賃金額 引上額

都道府県名
最低賃金額 引上額

時間額 時間額 時間額 時間額 時間額 時間額
北海道 835 25 石 川 806 25 岡 山 807 26
青 森 762 24 福 井 803 25 広 島 844 26
岩 手 762 24 山 梨 810 26 山 口 802 25
宮 城 798 26 長 野 821 26 徳 島 766 26
秋 田 762 24 岐 阜 825 25 香 川 792 26
山 形 763 24 静 岡 858 26 愛 媛 764 25
福 島 772 24 愛 知 898 27 高 知 762 25
茨 城 822 26 三 重 846 26 福 岡 814 25
栃 木 826 26 滋 賀 839 26 佐 賀 762 25
群 馬 809 26 京 都 882 26 長 崎 762 25
埼 玉 898 27 大 阪 936 27 熊 本 762 25
千 葉 895 27 兵 庫 871 27 大 分 762 25
東 京 985 27 奈 良 811 25 宮 崎 762 25
神奈川 983 27 和歌山 803 26 鹿児島 761 24
新 潟 803 25 鳥 取 762 24 沖 縄 762 25
富 山 821 26 島 根 764 24 全国平均 874 26

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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告

知

版

八
月
二
〇
日
〜
九
月
二
五
日

◆
八
・
二
〇

労
働
者
派
遣
に
お
け
る
二

〇
一
八
年
問
題
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
八

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
三

第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
五
、
六

第
一
種
・
第
二
種
衛
生

管
理
者
受
験
対
策
講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
九
・
一
〇

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
三

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講

座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
四

新
規
開
拓
力
強
化
研
修（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
九

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
〇

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
一

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
五

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講

座
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
第
二
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

日
時

一
〇
月
一
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

会
社
を
主
体
性
あ
ふ
れ
る
人
材
の

宝
庫
に
す
る
ス
キ
ル
と
は
〜
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地

照
子
氏

★
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
二
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

新
し
い
企
業
価
値
の
創
造
に
向
け

て
『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

基
本
編

講
師

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
家

草
野
紀
親
氏

★
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
〇
月
三
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

埼
玉
県
立
浦
和
工
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

〜
技
術
・
技
能
の
基
本
を
身
に
着

け
た
誠
実
な
生
徒
の
育
成
を
目
指

す
〜

★
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
三
講

日
時

一
〇
月
一
五
日
㈪
一
三
時
二
〇
分

〜
一
六
時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

問
題
発
見
と
解
決
へ
の
具
体
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本

田
有
明
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
第
四
講

日
時

一
〇
月
二
二
日
㈪
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

�
問
題
社
員
�
の
法
的
対
応
と
実

務
対
策
〜
問
題
社
員
を
放
置
し
な

い
た
め
の
ケ
ー
ス
別
実
務
対
策
〜

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
パ

ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

安
藤
源
太
氏

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

一
〇
月
二
二
日
㈪
九
時
三
〇
分
〜

一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

職
場
の
戦
力
と
し
て
、
周
囲
か
ら

期
待
さ
れ
る
実
力
を
身
に
つ
け
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
二
四
日
㈬
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

売
り
手
市
場
に
お
け
る
採
用
活
動

で
『
欲
し
い
人
材
を
採
用
す
る
ポ

イ
ン
ト
』

講
師

㈱
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

代
表
取
締
役

内
田
ひ
と
み
氏

★
理
事
会
・
臨
時
総
会

日
時

一
〇
月
二
九
日
㈪
一
四
時
〜
一
八

時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

門
田

隆
将
氏

★
第
三
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

日
時

一
〇
月
三
〇
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

誰
も
が
輝
く
！
職
場
ス
ロ
ー
ガ
ン

審
査
会
・
表
彰
式
・
講
演
会

講
師

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ジ
ャ
パ
ン
代
表

岡
元

利
奈
子
氏

★
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

一
〇
月
三
一
日
㈬
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー

★
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
一
月
六
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

埼
玉
県
立
深
谷
商
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

〜
渋
沢
栄
一
翁
の
精
神
を
受
け
継

ぐ
商
業
高
校
〜

★
民
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
一
二
日
㈪
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

民
法
（
債
権
法
）
改
正
に
係
る
契

約
実
務
へ
の
影
響
〜
契
約
実
務
、

債
権
管
理
、
契
約
の
規
定
な
ど
、

実
務
に
お
け
る
重
要
ポ
イ
ン
ト
〜

講
師

千
葉
総
合
法
律
事
務
所
弁
護
士

千
葉

博
氏

★
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

一
一
月
一
三
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

成
長
を
続
け
る
ア
ジ
ア
の
象
徴
フ

ィ
リ
ピ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

講
師

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館
商
務
参
事
官

デ
ィ
タ
・
ア
ン
ガ
ラ
・
マ
サ
イ
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
五
講

日
時

一
一
月
一
五
日
㈭
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

有
期
契
約
社
員
の
契
約
対
応
実
務

〜
採
用
・
更
新
・
雇
止
に
お
け
る

法
的
留
意
点
と
実
務
対
策
〜

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
ヴ

ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
塚
越

賢
一
郎
氏

★
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
四
講

日
時

一
一
月
一
九
日
㈪
一
三
時
二
〇
分

〜
一
六
時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
育

成
能
力
を
高
め
る

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
本
田

有
明
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
第
六
講

日
時

一
一
月
二
九
日
㈭
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
め
ぐ
る

企
業
の
法
的
責
任
と
実
務
対
応

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
パ

ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

平
井

彩
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
吉
田
工
務
店

代
表
取
締
役
社
長

吉
田

浩
士

さ
い
た
ま
市
西
区
三
橋
六
―
一
五
二
―

一
〇

電
話
〇
四
八
―
六
二
三
―
四
七
一
一

（
資
）
二
千
五
百
万
円

（
従
）
二
六
名

総
合
建
設
業

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
北
関
東
陸
送

代
表
取
締
役

松
浦

孝
徳
（
旧

本
間

忠
男
）

日
信
ソ
フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役
社
長

髙
野

利
男
（
旧

長
谷
川

孝
）

日
本
メ
ッ
ク
ス
㈱
首
都
圏
北
部
統
括
支
店

支
店
長

坂
本

博
幸
（
旧

平
池

文
夫
）

㈱
松
田
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

鈴
木

信
吉
（
旧

鈴
木

康
三
）

〈
社
名
変
更
〉

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
㈱

（
旧

㈱
ジ
ャ
ス
ト
）

日
本
メ
ッ
ク
ス
㈱
首
都
圏
北
部
統
括
支
店

（
旧

日
本
メ
ッ
ク
ス
㈱
北
関
東
支
店
）

東
日
本
積
水
工
業
㈱

（
旧

羽
生
積
水
㈱
）

〈
住
所
変
更
〉

ア
キ
ム
㈱

東
松
山
市
大
字
宮
鼻
八
六
〇
―
一
二

（
旧

坂
戸
市
千
代
田
五
―
三
―
一
七
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き

事
業
だ
よ
り

埼
経
協
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ー
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